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室内塵エ キ ス に関する二
，
三 の 問題

阿　 器
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苫 小 牧 市立 総合 病 院 内科

浅 　 野　　武　 彦

光　 明

　1）　花楊 エ キ ス 0．05ml皮内注射 に よ る反応 の 腸性率

をア レ ル ギー群（喘息お よびア レ ル ギ
ー
性鼻炎患者）と非

ア レ ル ギー対照群 とに っ い て 比 較す れビ ， 表 1 に みる ご

とくア レル ギー群では Orchard　 grass （カ モ ガ ヤ ）2L　6

％，Timothy （オ オ ア ワ ガ エ の 　5．5％，　 MeadOw 　fe・

scue （ヒ ロ バ ノ ウ シ ノ ケ グ サ ）11．ユ％，　 ブ タ クV16 ．2

％，ア カ マ ツ 2廴 0％であ り，対照群では Orchard　 12．0

％ ，
Timothy 　 13．6％，　 Meadow 　feSCue　 14．0％ ，　 ブ タ

ク サ は 陽性 者 な しであ っ た ．ア レ ル ギ ー群と対照 群 との

聞 に 陽性率 の差ボな く，何れも室内塵ヱ キ ス に よ る皮内

反 応 の対照群 の 成績と同様な値 を示 した こ とか ら北海道

1こ於 い て花粉に感作 され てい るア レ ル ギー
患者 は 多 くな

い と推定さ れ る．な お ア レ ル ギ ー群で花粉に 対す る皮内

皮窩陽性を示 したもの は全劉室内塵に対す る皮内反応陽

性 であつ た L

　2）　室内塵 エ キス に対す る皮内反応 を77例の ア レ ル ギ

ー群 お よ びτ3働の 対照 群 に つ い て調べ そ の 緒果 を表2 に

示 した ．すな わ ちア レ ル ギ ー群の 陽 性率は 56。1％ ， 対照

群の 陽性率は 16．4％ ，で あ っ た ，ア レ ル ギ ー群 を30才 以

下の 若年群 と31才以 上 の 高年群とに分 1ナて お の お の の 陽

表 ユ　 花 粉 工 卓 ス に よ る 皮 内 反 応

± モ ガ ヤ

（onchard ）
i 望

ア7
i　（timothy ）

　 ヒ P ハ／ ウ シ 　：

　 　 ノ ケ グ サ 　 …　 プ タ ク サ

…（mead ・wtfeSCue ）．！
ア カ マ ツ

喘 息 お よ び

ア レ ル ギ ー性 鼻炎
　8i37
（21，6％ ）

　2136

（5．5％ ）

4／36
（11、1％ ）

　6137
（16．2多6）

　 6125
（24，Dgb）

対 照 群
　6150
（12，D％）

　6／44
（13．6％）

7150
（三4．O％ ）

　 Oi29
（D％ ）

表 2　H ．D エ キ ス に よ る 皮内 長応 喘 息 お よ び ア

　　　 レ ル ギ
ー性 鼻炎息者

陽 性 　 　 陰 窪 計

・ 才一・・才 126（83・8％ ） 5 （16．2夢彡） 3］

31才以 上 18 （3
’7．8％ ） 2B　（62．296） 46

↓・・き

F

対 照 群

44 （56．1％ ） 33　（43，9彰彡） 77

隔「 性　 　 陰 性　　 計

15才〜30才 9 （20，4％ ） 35 （79．6％ ） i
　　　　　　　　　　…

44

3ユ才 以 上 4 （13．8％） 25 （86、2％ ） i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；

29

計 ユ3　（16．4％ ） 60　〔83．6　9・S） 73

性 率 を み る と ， 若年群 で 1・S83．8％ と高 く， 高年群は37．B

％であ り両群の間に有意の差 が認め られ た ，対照群では

若年舞20．4％，高年 群13．8％ であ っ た．

　3）　室内塵 エ キ ス の 基準 化あ るい は 力価 の 表現 と し

て ，一
般に ア レ ル ゲ ン ニ キ ス の 単位 と して 用い られ て い

る Protein　nitr ◎gen　unitl 　total　 nitrogen 　 unit 、お よ び

室内塵 エ キ ス に多量に含まれ て い る多糖類量が どの よ う

な 意味 を持 っ て い る を検討 す る た め に 次 の 実験 を 行 つ

た．

　 〔実験方法 〕室 内塵 ヱ キ ス は 鳥居 薬 晶 提 供の lot　 4 ，

29，69，84，85の 5種類 を用 い た ．蛋白窒素量，総窒素

量獄爨造者 の 測定によ り，多糖類ア ラ ビ ノ
ース に 換算 ：、

た オ ル シ ノ
ー

ル 反応 に よ り測定した ．Lot　84の室内塵エ

キ ス に反応す る1（瑤 の 喘息患者の背部皮内 に Lot　S魁 含

めて 5種の 室内塵 エ キ ス を お OfO’01
，
000 倍 10

，
GOO 倍

ヤ
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直

杢

郵

函 1　（A ）稀
’
釈倍 数 と 発 赤 と の 関≦系

（B ）Pentose量 と 発赤 と の 関係

σ卜 旧 　　　　A 匝 切鼬  量

103
，
000 倍に稀釈 して計15ヵ所 に注射 し，15分後の 発赤

直径 を測定 した ．

　 〔結果 〕 図 1A ．B ，C ．D ，に示 す ご と く， 皮内反応の 発

赤直径と稀釈 倍数 ， 総窒素量 ，蛋白窒素量，多糖類 との

関係獄 Lot 間の ば らつ きが 多 い ．そ の 中で も総窒素量 と

直

（
 ）

（C） PN と 発赤 と の 関 係

001

（D ） TN と 発 赤 と の 闘 孫

耐 PN　 T／cc

a3t al τ買 YCt

の 関係が
一

番 ば らっ きが 少な い が こ の 差に意味があ るか

否 か は 解 らな い ．以上 の 結果 よ り私共は こ れ らの 物質の

含有量 を用 い て 室内塵 エ キ ス の 力価 を表現す る こ とは で

き な い と考 え る．
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                          Studies O]  Allergenic Extracts

                       Moriicsni Abe  &  ]Ntitsuaki Kakintgrrta'

             2nd Department of  lnternal Medicine, Hokkaide Unlversity Hospital

                                 Takehiko'  Asano

                      Department  ef !nternal Medicine. Tomakomai

                               City Hospital, Hekkaido

   1) Intraderrnal tests with  pollen extracts  of  timothy, orchard  grass, meadosv  fescue. sho{t

ragweed  and  red  pine were  cartied  out  in 37 allergic  patients with  bronchial asthma  (34) and
 
allergic

rhinitis  (3).
   Positiye results  obtained  with  each  po11en extraet  were  yaring  from  5.5 to 24%  in the aHergic

patlents and  from  O  to 14%  in nQn-allergie  subjects.  (Table) .
   2) Positive intraderma! tests were  obtained  with  house  dust extract  in  56.1%  

of
 
77

 patients

with
 brenchiai asthma  and  allergte  rhinitis, while  16.4 of  73 nen-allergic  subjects  showed  pasitive

reactlons.

   The  allergic  patients were  divlded in two  groups,  namel},  the group of  younger  age  
less

 
than

30 years and  that  of  older  age  Tnore  than  31 years. positive reactiens  to house dust extract
 

were

observed  more  frequently in the  yeunger group  (83.8%)than in the older  group  (3'7.B%)..
   In the non-allerglc  stibjects 20.4%  were  positive in the yetinger group and  13,8%  in 

the
 
older

grotip with  same  heuse dllst extract.  (Table 2)

   3) The  relatienship  between the allergenic  potency in intradermal tests  and  th.e contents.of

total nltrogen,  protein  nitregen  and  polysaccharides were  stuclied in 10 patieBts with  bronchial

asthma  by use  of 5 different house  dust extraets,

   Dese-respon:he curves  of each  extract,namely,the  mean  values  of diameters of .eryEhemas

p!otted against  to A) dilutien$ in weight  by volume  B) polysaccharides contents  C) proteinnitrogen

contents  and  D) total nitrogen  contents,  "-ere  shown,  The allergenic  potencies  were  "tidely  
different

in each  extract  and  collld  not  be correctedi by  chemica1  measures.

                                '

                               On  Allergic Rhinitis

                            Yasuo  Sato  &  Akira  Terao

                      Dept. of  Naso-Rarhingology,  Tokye  University

                                    Eisai Araki

                  Dept of Physical Therapy  and  Medicine, Tohyo  Universitx

    To  define the reactedi
 level of the speeific  and  none-specific  reaction,  intradermal skin  test with

many  kinds ef  allergen  extract  solution  are  employed  tD 58 a!lerglc rhinitis  patients  
and

 
55
 

control

groupS.

    Result{ng from  the difference oi the  skin  test data,cltnicalty the color  of  intranasal muceus

membrane
 apd  heredltary factors, we  attempt  to classify  the allergic  rhinltis  

to
 
four

 groups.

'

.


